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カエンタケ  

Trichoderma cornu-damae 

 

吹春 俊光 

  

カエンタケ（図１、２）は、元来、原生林

に近いような自然な林に見られる、相当に珍

しく希なきのこです。私も学生時代、西表島

（沖縄県八重山郡竹富町）でしか見たことが

なく、当時はその毒性も知られていませんで

した。 

カエンタケは、チベット産の標本をもと

に新種として報告されたのが最初です

（Patouillard 1895）（図３）。これより早い

江戸時代末期の『本草図譜』にも「火焔だけ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

として掲載されています（図４）。Boedijn 

(1934）は本種を長い間使用された属名 

Podostroma 属として当時のオランダ領東イ

ンド諸島（ジャワ島）から報告、Doi（1967）

は日本産としてその培養の形態（トリコデル

マ菌群）とともに報告、台湾からも報告され

ています（Lin 2016) 。分布地は前述に加え

豪州にも分布するとのこと（ウィキペディア、

2022 年３月末）。本種はアジアを中心に分布

する種類のようです。 

 

千葉県での発生 

県内産カエンタケの標本が博物館に初めて

届いたのは2005年9月30日（CBM-FA-3617）、
 

 

↑ 図１  

カエンタケ、2021

年8月3日、君津

市、東京大学千葉

演習林、FA-45327 

(CBM) 

 

← 図２  

カエンタケ、

FA-45327 (CBM) 

 

 

 

 

図４ 『本草図譜』掲載

のカエンタケ。解説に

「大毒ありといへり」

との説明がある。（千葉

県立中央博物館蔵） 

 

図３ 原記載のカエンタケ。

真ん中Fig.1の二つ。Fig.2

はヌメリコウジタケ。（BHL

から。https://www.biodive

rsitylibrary.org） 
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君津市笹で採集されたものでした（本誌 21

号参照）。その後、次第に届く標本が増えは

じめ、2019年から 2020年には、東大の演習

林のある鴨川市や君津市など県南部の森林

だったのが、ナラ枯れの広がりとともに、

2021年には茂原公園（茂原市）や太田山公園

（木更津市）という人里で発生しはじめ、話

題となりました。 

 

中毒例 

当初毒の情報はなかったのですが、土居

（1993）が報告した例では「山梨県在住、47

歳男性。1991年10月26日に、このきのこ数

センチをてんぷらにして食べたところ、数日

後 40 度以上の熱が出て、その後髪の毛が抜

け、運動機能に障害がでた。医師の診断によ

ると小脳が萎縮している」、また翌年10月の

男性の状況は「髪の毛は伸びていたが、歩

行・言語にまだ障害がのこっているようであ

った」とのことです。1999年に新潟県内の旅

館で酒とともに５人の男性が食べ、そのうち

１名が２日後に死亡した例など他にも数例

の事故が報告されており（奥沢ら 2004）、こ

れらの事故をうけて毒成分が明らかにされ

ました（橋本 2011）。 

 

毒成分 

「トリコテセン類という猛毒成分を含み、

食後 30 分ほどで胃腸系や神経系の症状（悪

寒・腹痛・手足のしびれ・嘔吐・下痢・喉の

渇きなど）があらわれ、その後に腎不全・肝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不全・呼吸器不全・循環器不全・脳障害など

の症状となり、時に死に至る。顔面脱皮、粘

膜びらん、脱毛など、表面にでてくる症状が

特徴」（長沢 2009）。毒成分の皮膚刺激が高

いので、汁を皮膚につけてはいけないとのこ

とですが、現在のところ触っての事故はまだ

起きていません。しかし毒成分を明らかにし

た橋本貴美子教授（現在東京農大）によれば

「決してかじってはいけない」とのこと。 

 

ナラ枯れとの関連 

先行地域である関西で、ナラ枯れとカエン

タケの発生が同所的におきていたことから、

カエンタケの発生とナラ枯れ（ブナ科樹木萎

凋病、図５）との深い関係が推測されています。

しかし、いまのところ専門家からこの２つの

現象の関連性については解説がおこなわれ

ていません。しかし、先の原稿にあった「菌寄

生」から妄想すると、カエンタケがトリコデ

ルマという属であること、トリコデルマの仲

間は菌を溶かしてしまう菌寄生性のものが

知られていること（シイタケの重要 

病害菌）等から、ナラ枯れのあと、木材腐朽

菌が材にはいり、その木材腐朽菌をねらって

菌寄生菌としてカエンタケが入ってくる、だ

から同所的に発生しているのでは、という噂

も、なかなかリアリティがあります。研究の

進展を願うばかりです。 

「ナラ枯れ」はカシノナガキクイムシとよ

ばれる甲虫が樹幹に大量に穿入することに

より甲虫に随伴する菌類が樹木を枯死させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図５ マテバシイ

林のナラ枯れ。

2021年7月26日、

鴨川市 
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という現象です。升屋・高橋（2022）によれ

ば、随伴菌の中で最も病原性が強いのは

Dryadomyces quercivorus (= Raffaelea 
quercivora) という糸状菌で、この菌が樹体

内へ侵害することにより、樹木の通水が阻害

され、急速な萎凋枯死をひきおこすとされて

います。あわせてAmbrosiozyma属菌など様々

な酵母類を随伴し、それらは樹幹坑道内で酵

母を培養し幼虫の餌となるとのこと。枯死す

る樹木はブナ科のコナラ属（コナラやミズナ

ラなど）、クリ属、シイ属（スダジイ）、マテ

バシイ属（マテバシイ）。ブナ属のブナは枯

死しないとのこと。ちなみに、中央博物館の

尾崎煙雄氏によれば千葉県でのナラ枯れの

初めての発見は2017年８月とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナラ枯れがおきる場合は、樹幹に甲虫によ

る穿孔と、その周囲に沢山のフラス（frass

［ドイツ語］：昆虫などが樹木に穴をあけた

ときに排出する糞と木屑が混ざったもの）が

見られます（図６、７）。このフラスがみられ

た数年後には樹木が枯れ、そのあとにカエンタ

ケの発生が続くことになります。2022年３月

時点でも、県内全域でナラ枯れが広がってお

り、これからますます身近な環境でカエンタ

ケを見る機会は増えていくこととおもわれ

ます。 
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図６ 

コナラのナラ

枯れ。根元に大

量のフラスが

みえる。2021

年7月26日、

君津市、東京大

学千葉演習林 

 

 

 

 

 

 

 

 図７  

ナラ枯れした

コナラ樹幹の

穿入の穴とフ

ラス。2021年7

月 26 日、君津

市、東京大学千

葉演習林 

 


